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震
災
と
原
発
事
故
か
ら
11
年
の

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
と
ご
遺
族
の
皆
さ

ま
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
労
苦

に
対
し
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

夜
の
森
地
区
を
中
心
と
す
る
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域
で
は
、
本

年
１
月
か
ら
立
入
り
規
制
が
緩
和

さ
れ
、
４
月
か
ら
は
準
備
宿
泊
が

始
ま
り
ま
す
。
来
年
春
の
避
難
指

示
解
除
に
向
け
、
除
染
・
解
体
工

事
に
よ
る
放
射
線
量
の
低
減
と
、

生
活
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
の
復

旧
整
備
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
小
良
ヶ
浜
地
区
、

深
谷
地
区
に
お
い
て
も
、
外
縁
除

染
の
開
始
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
町
内
全
域
の
避
難
指
示
解

除
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、
国

と
引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
考
え

で
す
。

　

令
和
４
年
度
町
事
業
に
お
い
て

は
、
農
業
・
産
業
の
育
成
、
帰
還

と
移
住
促
進
、
子
ど
も
た
ち
の
環

境
づ
く
り
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
当
初
予
算
を
編
成
い
た
し

ま
し
た
。
町
民
一
人
ひ
と
り
の
声

を
丁
寧
に
お
伺
い
し
な
が
ら
、
適

切
か
つ
効
果
的
に
事
業
を
実
施
し
、

こ
れ
ま
で
の
10
年
間
で
築
き
上
げ

ら
れ
た
基
礎
に
確
か
な
復
興
を
積

み
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、「
希
望
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

富
岡
町
」を
目
指
し
て
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う

と
申
し
上
げ
、
新
年
度
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

町 

民 

の 

皆 

さ 

ま 

へ

富
岡
町
長    

山
本
　
育
男

記者会見に臨む山本町長

富
岡
町
副
町
長
に

　

竹
原 

信
也
氏
が
就
任

　

富
岡
町
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て

富
岡
町
副
町
長
人
事
が
承
認
さ
れ
、
４

月
１
日
付
で
元
富
岡
町
職
員
の
竹
原
信

也
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
「
副
町
長
を
拝
命
し
、
改
め
て
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
自
分
の
中
の
富

岡
に
対
す
る
思
い
と
、
こ
れ
か
ら
の
希

望
を
重
ね
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
が

願
う
町
の
復
興
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
」

た
け
は
ら 

し
ん
や

浪
江
町
出
身
。
東
北
学
院
大
学
土
木
学
科
卒
。

平
成
元
年
６
月
、
富
岡
町
役
場
に
入
庁
し
、
都

市
整
備
課
曲
田
区
画
整
理
室
、
都
市
整
備
課
、

復
興
推
進
課
、
企
画
課
等
へ
の
配
属
を
経
て
、

拠
点
整
備
課
長
、都
市
整
備
課
長
を
歴
任
。
60
歳
。

　

早
期
の
帰
還
を
希
望
さ
れ
る

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
要
望

や
生
活
環
境
の
復
旧
状
況
を
踏

ま
え
、
町
は
３
月
２
日
、
富
岡

町
議
会
全
員
協
議
会
及
び
原
子

力
災
害
現
地
対
策
本
部
と
協
議

を
行
い
、
４
月
11
日
か
ら
の
準

備
宿
泊
開
始
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
１
月
26

日
に
立
入
り
規
制
が
緩
和
さ
れ

た
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の

全
域
で
、
記
者
会
見
に
臨
ん
だ

山
本
町
長
は
、「
準
備
宿
泊
は
、

特
定
復
興
再
生
拠
点
の
復
興
の

第
一
歩
。
今
後
も
住
民
の
皆
さ

ま
の
思
い
を
受
け
止
め
な
が
ら
、

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
」と
述

べ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
皆
さ
ま
の
声
を
伺

い
な
が
ら
、
特
定
復
興
再
生
拠

点
区
域
に
お
け
る
生
活
環
境
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
令

和
５
年
春
ご
ろ
の
避
難
指
示
解

除
に
向
け
、
国
や
県
、
関
係
機

関
と
共
に
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
宿
泊
に
必
要
な
手
続

き
な
ど
、
詳
細
は
対
象
世
帯
の

皆
さ
ま
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

「
準
備
宿
泊
」と
は
？

　
避
難
指
示
が
解
除
さ

れ
た
際
に
、
町
内
で
の

生
活
を
円
滑
に
再
開
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

自
宅
の
清
掃
、
農
地
の

管
理
、
店
舗·

事
業
所
等

の
本
格
再
開
に
向
け
た

準
備
な
ど
を
進
め
や
す

く
す
る
た
め
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
宿
泊
を
可
能

と
す
る
も
の
で
す
。

準備宿泊の概要

広報とみおか　（2）（3）　広報とみおか

立入り規制が緩和された夜の森桜通り（令和３年４月３日撮影）

復興 · 再生への新たな一歩
特定復興再生拠点区域内の準備宿泊を開始

【実施期間】　令和４年４月１１日（月）から避難指示解除まで
【実施区域】　特定復興再生拠点区域
【準備宿泊の流れ等】

①事前のお申し込み
　〈準備宿泊コールセンター〉
　☎０１２０－３５７－１３３
　　受付時間：平　　日　８：００～２０：００　
　　　　　　　土日祝日　８：００～１７：００

②準備宿泊時の注意点等（抜粋）
・お申し込みの前にご自宅等の状況を確認し、宿泊

が難しいと考えられる場合や不安を感じる場合
は、無理をせずに宿泊をお控えください。

・準備宿泊を開始する際は、本人確認ができる身分
証明書をご準備いただき、役場本庁舎で受付してください。その際、個人線量計をお渡しし
ますので常に携帯してください。

・その他、除草や片付けの支援、住宅清掃費補助、ゴミの処分方法、浄化槽清掃支援、トイレ
や水汲み場のご案内など、詳しくは対象世帯にお送りした 「準備宿泊のしおり」 をご参照く
ださい。なお、準備宿泊のしおりは、町ホームページでもご覧いただけます。

問 住民課 生活支援係



広報とみおか　（4）（5）　広報とみおか

　令和４年度予算が、３月８日から10日まで開かれた３月定例議会において可決されました。
一般会計予算は135億2504万円で、前年度より約6.2％減となります。特別会計予算を合わ
せた総額は182億248万円で、前年度比約5.9％減となります。
　町民の皆さんが安心して帰町でき、生活ができる環境を整備するべく、継続して復興・再
生を加速化させます。

　町税は町民税・固定資産税の増減等に
より、約１億700万円減となり、23億
8400万円の計上となっています。
　国庫支出金は12億8300万円増の46億
9800万円、県支出金は１億9400万円減
の11億6500万円、地方交付税等各種交
付金は１億100万円減の22億1400万円
です。
　令和３年度にアーカイブ施設整備事業
や共生型サポート施設整備事業など大型
事業が完了したことにより、基金繰入金
は前年度から16億9100万円減の26億
1000万円と大幅な減となっています。

　『これまでの10年間で築き上げられた基
礎に、一人ひとりの声を丁寧に聞きながら、
確かな復興を積み上げる』という基本目標
のもと、「農業と産業の育成」「帰還と移住
の促進」「子どもたちの環境づくり」を３本
の柱となる重点施策と位置づけ、予算を編
成しました。
　野菜集出荷施設の整備、共生型サポート
センターさくらの郷の運営、移住・定住施
策の推進、富岡を体験する事業の展開、放
課後児童クラブの本格整備等を実施いたし
ます。

　財政調整基金や減債基金、その他の特定
目的基金の令和３年度末の残高は、総額で
約189億円となる見込みです。本年度は復
興財源などとして26億円を取り崩す予定で
すが、さらなる国県支出金などの確保によ
り、取り崩し額を縮減させるよう努めます。
　地方債の残高は、特別会計も含めて本年
度末で約17億円となる見込みです。新規
起債を控え、将来負担額の減少に取り組ん
でまいります。

令 和 ４ 年 度 　 一 般 会 計 当 初 予 算

1 3 5 億 2 5 0 4 万 円

町税
17億1,160万円
　　　 （10.9%）

町債
500万円（0.0%）

分担金・負担金・財産収入
7,703万円（0.6%）

国庫支出金
47億6,764万円
　　　 （30.2%）

地方交付税
28億7,761万円
　　　 （18.2%）

県支出金
9億6,676万円
　　　 （6.1%） 繰入金

48億913万円
　　 （30.5%）

総務費
31億516万円
（19.7%）

議会費
1億1,145万円（0.7%）

民生費
26億2,604万円
（16.6%）

農林水産業費
18億1,332万円
（11.5%）商工費

13億9,944万円
（8.9%）

土木費
32億3,077万円
（20.5%）

消防費
8億2,490万円
　　　 （5.2%）

教育費
17億6,807万円
　　　 （11.2%）

災害復旧費
2億7,191万円
　　　 （1.7%）

公債費
1億3,253万円（0.8%） その他

1,500万円（0.1%）

衛生費
4億8,551万円
　　　 （3.1%）

自主財源
（43.7%）依存財源

（56.3%）

町税
17億1,160万円
　　　 （10.9%）

国庫支出金
47億6,764万円
　　　 （30.2%）

地方交付税
28億7,761万円
　　　 （18.2%）

県支出金
9億6,676万円
　　　 （6.1%） 繰入金

48億913万円
　　 （30.5%）

自主財源
（43.7%）依存財源

（56.3%）

使用料・手数料
5,269万円（0.3%）

歳　入
135億
2,504万円 自主財源

（39.8%）
自主財源
（39.8%）

依存財源
（60.2%）
依存財源
（60.2%）

町税
23億8,410万円
（17.6%）

町税
23億8,410万円
（17.6%）

繰入金
26億606万円
（19.3%）

国庫支出金
46億9,792万円
（34.7%）

国庫支出金
46億9,792万円
（34.7%）

県支出金
11億6,481万円
（8.6％）

地方譲与税
6,780万円
（0.5％）

各種交付金
22億1,400万円
（16.4%）

各種交付金
22億1,400万円
（16.4%）

使用料・手数料・寄附金
１億3,043万円（1.0％）

繰越金・諸収入
１億7,789万円
（1.3%）

歳　出
135億
2,504万円

総務費
30億5,018万円
（22.6%）

総務費
30億5,018万円
（22.6%）

議会費
8,491万円（0.6%）

民生費
19億9,021万円
（14.7%）

民生費
19億9,021万円
（14.7%）

農林水産業費
30億6,339万円
（22.6%）

農林水産業費
30億6,339万円
（22.6%）

商工費
8億537万円
（6.0%）

土木費
16億8,885万円
（12.5%）

土木費
16億8,885万円
（12.5%）

消防費
8億5,214万円
（6.3%）

消防費
8億5,214万円
（6.3%）

教育費
12億1,821万円（9.0%）
教育費
12億1,821万円（9.0%）

災害復旧費
8,223万円（0.6%）

公債費
8,076万円（0.6%）

その他
1,500万円（0.1%）

衛生費
５億9,365万円
（4.4%）労働費

14万円
（0.0%）
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6,780万円
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135億
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30億6,339万円
（22.6%）
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8,223万円（0.6%）

公債費
8,076万円（0.6%）

その他
1,500万円（0.1%）

衛生費
５億9,365万円
（4.4%）労働費

14万円
（0.0%）

歳入歳出

基金・地方債

【地方債現在高（見込額）】

【歳出予算】 【歳入予算】

【特別会計予算】 【基金の状況（見込額）】 （単位：千円） （単位：千円） （単位：千円）

会　計　名 令和３年度末
残高

令和４年度中 令和４年度末
残高起債見込額 償還見込額

一般会計 537,020 0 72,116 464,904 

公共下水道事業 1,028,418 0 197,310 831,108 

農業集落排水事業 454,956 0 69,661 385,295  

計 2,020,394 0 339,087 1,681,307 

ことばの説明
歳　入………………一年間の全ての収入のこと
町　税………………皆さんが町に納めた税金
繰入金………………各種基金から繰り入れられたお金
繰越金………………前年度から繰り越されるお金
財産収入……………町の持つ財産を運用したり売ったりしたお金
諸収入………………雑入など、その他の様々な収入
使用料及び手数料…住民票などの交付に手数料として支払ったお金
分担金及び負担金…特定の利益を受けた方から負担していただいたお金
国庫・県支出金……特定の目的のために国や県から交付されたお金
町　債………………町の借金のこと。大きな事業を行うために、
　　　　　　　　　国や金融機関から借り入れたお金
地方譲与税…………国は徴収した自動車重量税などから配分されたお金
各種交付金…………所得税や自動車所得税など国や県から配分されたお金

歳　出…………一年間の全ての支出のこと
議会費…………議会の活動に要する経費
総務費…………全般的な管理に要する経費等
民生費…………福祉施設の整備など町民が一定水準の生活と安定した
　　　　　　　社会生活を保障するのに必要な経費
衛生費…………町民が健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
農林水産業費…農林水産業の振興に要する経費
商工費…………商工業の振興に要する経費
土木費…………土木事業に要する経費
消防費…………消防に要する経費
教育費…………教育関係に要する経費
災害復旧費……災害によって生じた被害の復旧に要する経費
公債費…………町債返済に要する経費

会　計　名 令和４年度
予算額

令和３年度
予算額

増減率
（％）

国民健康保険事業 2,383,828 2,336,085 2.0%

公共下水道事業 453,100 454,686 △0.3%

農業集落排水事業 112,484 253,230 △55.6%

曲田土地区画整理事業 8,874 171,416 △94.8%

介護保険事業 1,648,196 1,649,720 △0.1%

後期高齢者医療 62,012 55,245 12.2%

介護サービス事業 8,948 5,792 54.5%

小　　計 4,677,442 4,926,174 △5.0%

一般会計 13,525,046 14,413,306 △6.2%

一般会計＋特別会計合計 18,202,488 19,339,480 △5.9%

基　金　名 令和３年度末
見込額

令和４年度中 令和４年度末
見込額積立金 取崩額

財政調整基金 6,708,746 4,015 781,553 5,931,208 

減債基金 284,141 3 0 284,144  

特
定
目
的
基
金

町勢振興基金 3,292,923 242 200,000 3,093,165 

公共用施設維持運営基金 1,116,258 609,512 256,258 1,469,512 

公共用施設整備基金 850,003 9 0 850,012 

電源交付金公共用施設維持基金 96,940 1 83,000 13,941 

災害復興基金 39,884 1  0 39,885

再生可能エネルギー寄付金等
による復興まちづくり基金 332,602 56,588 124,796 264,394 

福島再生加速化交付金基金 678,866 420,009 730,838 368,037 

特定廃棄物埋立処分事業
地域振興交付金基金 4,786,295 1,194 400,000 4,387,489 

その他 721,011 10,642 29,612 702,041 

　　小　計 11,914,782 1,098,198 1,824,504 11,188,476 
合　計 18,907,669 1,102,216 2,606,057  17,403,828 

※計数は、それぞれ四捨五入によるもので、端数において合計とは合致しないものがあります。
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令 和 ４ 年 度  重 点 事 業

地域産業の活性化に取り組みます 農業 · 商工業施設を整備します

子どもと保護者が安心して子育てできる環境を整備します

帰還・移住希望者への支援に対する取組を強化します
農業へのチャレンジを支援します

◆ 農業と商工業の連携
　 ○観光協会運営支援事業………2,800万円
　　 ※朝市の開催、特産品掘り起し等

◆ イベントの開催
　 ○桜まつり・夏祭り等事業……3,582万円

◆ 施設の整備
　 ○野菜集出荷施設整備事業

……………………………13億6,088万円
　 ○商業拠点施設整備事業…２億9,146万円
　 　※さくらモールとみおか一部改修
　 ○富岡産業団地整備事業……… 4,084万円

◆ 子育て環境の整備
　 ○放課後児童クラブ運営事業…4,875万円
　 ○地域学校協働活動事業…………240万円
　 ○ICT学習支援事業……………1,348万円
　 ○学校給食管理運営事業………3,193万円
　 ○認定こども園運営事業………4,761万円
　 ○子育て世帯定住促進事業……2,028万円

◆ 帰還・移住希望者の定住推進
　 ○住まい確保支援事業……………3,410万円
　 ○お試し住宅運営事業……………1,810万円
　 ○定住促進化対策住宅助成金事業

……………………………………8,000万円
　 ○住宅用新エネルギーシステム導入支援事業

……………………………………1,340万円

◆ 交流人口の拡大
　 ○サテライトオフィス整備事業…4,840万円
　 ○雑誌読者モニターツアー事業……550万円
　 ○動画制作・情報誌掲載等情報発信事業

……………………………………1,316万円

　 ○富岡を知る移住体験事業………1,461万円
　　 ※移住体験ツアー、富岡の海を知る体験、
　　　 福島美少女図鑑撮影会 等

◆ 営農再開を支援
　 ○営農再開支援事業…………２億5,894万円
　 ○水稲作付奨励事業…………… 1,960万円
　 ○水稲種子購入支援事業……………25万円

◆ 農業者を支援
　 ○農業ステップアップ支援事業…1,500万円
　 ○がんばる農業者支援事業………1,250万円

◆ 農業復興対策
　 ○担い手確保・育成事業…………3,368万円
　 ○ふれあい農園運営事業……………960万円

需 要 と 供 給 を 高 め 、 地 域 経 済 を 好 循 環 さ せ る
「 農 業 と 産 業 の 育 成 」

自 ら 考 え 行 動 し 、 進 ん で 楽 し く 学 ぶ 子 ど も を 地 域 で 育 て る
「 子 ど も た ち の 環 境 づ く り 」

人が人を呼び込む流れを町内に築き、
その広がりをもって地域全体のにぎわいを形作る「帰還と移住の促進」

町内施設の活発な事業展開を推進します 特定復興再生拠点区域の
整備を進めます

◆ 町内施設の運営
　 ○共生型サポートセンター運営事業
　　……………………………１億7,168万円
　 ○地域交流館運営事業…………3,569万円
　 ○とみおかアーカイブ・ミュージアム運営事業

　…………………………………7,827万円
　 ○文化交流センター運営事業

　……………………………１億1,161万円

◆ 生活環境の整備
　 ○住宅維持補修事業………４億1,071万円
　 　※新田町営住宅の機能回復
　 ○夜の森公園整備事業……２億4,350万円

◆ 準備宿泊に向けた安全安心の確保
　 ○防火防犯パトロール事業…３億6,774万円
　 ○除染対策事業…………………2,303万円

共生型サポートセンター「さくらの郷」 新田住宅（現況）

【基本目標】
これまでの10年間で築き上げられた基礎に
　　　　一人ひとりの声を丁寧に聞きながら、確かな復興を積み上げる

お試し住宅（旧竹村写真館）

王塚地区での田植え

放課後児童クラブ（旧富岡二小体育館）
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春、旅立ちの時春、旅立ちの時　　富岡第一中富岡第一中 学校、第二中学校　最後の卒業式学校、第二中学校　最後の卒業式
　穏やかな春の陽気となった３月１１日、町立中学校三春校と 富岡校で、卒業式が挙行されました。
　４月からの統合により、今回が富岡第一中学校、第二中学校 として最後の卒業式。生徒たちは、春本番を思わせる日差しに
祝福されながら、新しいフィールド、そして希望あふれる輝か しい未来に向かって旅立ちました。

　

３
月
で
閉
所
と
な
っ
た
三
春
校

最
後
の
卒
業
生
は
、
原
田
蒼
史
さ

ん
、横
田
空
さ
ん
、根
本
大
夢
さ
ん
。

３
人
は
幼
稚
園
か
ら
10
年
間
、
三

春
校
で
友
情
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
武
内
雅
之
統
括
校
長

が「
三
春
校
で
学
ん
だ
こ
と
に
誇
り

と
自
信
を
持
ち
、
一
歩
ず
つ
成
長

を
遂
げ
て
ほ
し
い
。
こ
れ
ま
で
三

春
校
を
大
き
く
育
て
て
く
れ
て
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
」と
３
人
の
門

出
を
祝
福
。
卒
業
生
を
代
表
し
、

原
田
さ
ん
が「
三
春
校
で
の
生
活

は
、
幼
い
頃
か
ら
一
緒
に
過
ご
し

て
き
た
私
た
ち
３
人
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
思
い
出
で
す
。
こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
こ

れ
か
ら
自
分
の
道
を
切
り
拓
い
て

い
き
ま
す
。
富
岡
町
の
学
校
に
通

え
た
こ
と
、
本
当
に
幸
せ
で
し
た
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

原
田
さ
ん
の
父
、
幸
次
さ
ん
は

「
三
春
校
は
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て

も
大
切
な
場
所
で
し
た
」と
話
し
、

た
く
ま
し
く
成
長
し
た
我
が
子
の

姿
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　

富
岡
校
で
卒
業
を
迎
え
た
の
は

11
人
。
武
内
統
括
校
長
が
式
辞
を

述
べ
た
あ
と
、
岩
崎
秀
一
教
育
長

が「
中
学
校
で
の
体
験
は
、
こ
れ

か
ら
の
成
長
を
支
え
る
礎
に
な

る
。
家
族
や
先
生
方
、
共
に
学
ん

だ
仲
間
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て

ほ
し
い
」と
激
励
。
卒
業
生
代
表

の
南
宇そ

ら宙
さ
ん
が「
先
生
方
は
い

つ
も
優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
接

し
て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
方
の
笑

顔
や
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

の
道
し
る
べ
で
す
。
私
た
ち
が
社

会
の
一
員
に
な
っ
て
い
く
こ
と
こ

そ
が
復
興
で
あ
り
、
そ
の
使
命
を

胸
に
抱
き
、
自
分
の
道
を
歩
ん
で

い
き
ま
す
」と
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

へ
向
か
う
気
持
ち
を
述
べ
ま
し

た
。

　

式
終
了
後
に
行
わ
れ
た
最
後
の

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
、
担
任
の
先

生
か
ら
漢
字
一
文
字
に
込
め
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
手
渡
さ
れ
、
卒
業

生
た
ち
は
在
校
生
や
先
生
方
に
見

送
ら
れ
な
が
ら
、
慣
れ
親
し
ん
だ

学
び
舎
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

富
岡
校

三
春
校



追
悼
の
誠
を
捧
げ
る

　

東
日
本
大
震
災
慰
霊
祭

一
日
も
早
く
ご
家
族
の
元
へ

　
　

行
方
不
明
者
一
斉
捜
索

灯
し
火
に
祈
り
を
こ
め
て

　
　
　

富
あ
か
り
２
０
２
２
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TOMIOKA  MONTHLY  NEWS TOMIOKA  MONTHLY  NEWS

　

富
岡
町
除
染
検
証
委
員
会
が
、

２
月
15
日
、
特
定
復
興
再
生
拠
点

区
域
の
放
射
線
量
に
つ
い
て
中
間

報
告
書
を
ま
と
め
、
町
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

河
津
賢
澄
委
員
長
は「
区
域
内

の
約
９
割
で
除
染
が
完
了
し
、
放

射
線
量
の
低
下
に
よ
っ
て
生
活
環

境
が
順
調
に
回
復
し
て
い
る
」と

述
べ
、
山
本
町
長
に
報
告
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
は「
良
い
結
果
で
安

心
し
た
。
今
後
も
区
域
内
の
整
備

を
展
開
し
、
夜
の
森
地
区
の
賑
わ

い
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
」と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

町
立
に
こ
に
こ
こ
ど
も
園
で
、

３
月
２
日
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
発
表
会
は
当
初
、
保
育
参
観
に

併
せ
て
実
施
す
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
の
た
め
今
回
は
保
護
者
の
参

観
を
行
わ
ず
、
発
表
会
の
様
子
を

ビ
デ
オ
に
収
録
す
る
形
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
か
わ
い
い
衣

装
に
身
を
包
み
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
笑
顔
で
ダ
ン
ス
や
合
奏
、
劇
な

ど
を
披
露
。
撮
影
し
た
動
画
は
、

後
日
家
族
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

山本町長に報告書を手渡す河津委員長 元気いっぱいの子どもたち

生活環境が順調に回復
　除染検証委員会が中間報告

みんなじょうずにできました
にこにここども園発表会

　
３
月
で
11
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
た
町
立
小
中
学
校
三
春
校
。
児

童
が
制
作
し
、
そ
の
歴
史
を
伝
え

て
い
く
映
像
作
品「
あ
り
が
と
う 

私
た
ち
の
三
春
校 

思
い
出
を
未

来
に
つ
な
げ
よ
う
」の
上
映
会
が
、

２
月
17
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

映
像
作
品
制
作
は
、「
三
春

校
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
」と
し
て

２
０
１
８
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回

で
４
作
品
目
。
三
春
校
が
無
く

な
っ
て
も
、
学
校
生
活
や
今
ま
で

関
わ
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
と
の
思

い
出
を
映
像
で
残
そ
う
と
、
一
般

社
団
法
人
ヴ
ォ
イ
ス
・
オ
ブ
・
フ

ク
シ
マ
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
企

画
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
撮
影
な
ど

を
児
童
た
ち
が
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
今
回
の
作
品
は
、
２
人
の
５
年

生
が
制
作
。
学
校
を
思
う
気
持
ち

や
、
友
だ
ち
、
先
生
方
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
な
ど
が
収
め
ら

れ
、
大
好
き
な
三
春
校
で
の
思
い

出
を
話
す
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、

涙
を
浮
か
べ
る
先
生
の
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。　

　
上
映
会
の
あ
と
、
映
像
を
作
っ

た
児
童
は
三
春
校
で
の
生
活
や
作

品
制
作
を
振
り
返
り
、「
三
春
校

は
、
友
だ
ち
や
先
生
と
楽
し
く
過

ご
し
た
大
切
な
場
所
で
す
。
そ
ん

な
気
持
ち
が
皆
さ
ん
に
伝
わ
れ
ば

と
て
も
嬉
し
い
で
す
」と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
４
つ
の
映
像
作
品
は
、
富
岡
町

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
三
春
校
と
と
も
に
成
長

し
、
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て

き
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

富
岡
町
東
日
本
大
震
災
慰
霊

祭
が
、
フ
ロ
ー
ラ
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
富
岡
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
発
生
時
刻
の
黙
祷
に
続

き
、
山
本
町
長
が「
震
災
か
ら
11

年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
ご

家
族
や
ご
親
族
を
失
っ
た
深
い

悲
し
み
の
中
で
、
懸
命
に
歩
ん

で
こ
ら
れ
た
ご
遺
族
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
」と

式
辞
を
述
べ
、
参
列
者
と
共
に

震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

富
岡
町
消
防
団
が
、
富
岡
漁

港
南
側
の
海
岸
で
行
方
不
明
者

の
一
斉
捜
索
を
行
い
ま
し
た
。

　

捜
索
開
始
前
に
末
永
博
幸
団

長
が「
震
災
か
ら
11
年
が
経
っ
て

も
、
行
方
不
明
者
の
ご
家
族
の

思
い
は
当
時
の
ま
ま
だ
と
思
う
。

そ
の
想
い
を
胸
に
、
捜
索
に
当

た
っ
て
ほ
し
い
」と
訓
示
し
、
団

員
18
名
が
熊
手
や
鳶
口
で
砂
を

掘
り
起
こ
し
な
が
ら
不
明
者
の

手
が
か
り
を
捜
し
ま
し
た
。

　

震
災
の
犠
牲
者
に
祈
り
を
捧

げ
る「
富
あ
か
り
２
０
２
２
」が
、

太
田
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
園
内
に
は「
鎮
魂
」や「
感

謝
」の
文
字
が
彫
ら
れ
た
竹
灯
籠

や
三
角
灯
籠
な
ど
約
１
８
０
０

個
が
並
べ
ら
れ
、
幻
想
的
な
光

が
辺
り
を
包
み
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
献
花
台
も
設
け

ら
れ
、
来
場
者
は
追
悼
と
未
来

へ
の
希
望
を
込
め
て
花
を
手
向

け
、
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま
し
た
。

三春校の思い出と歴史をいつまでも
児童が作った映像作品上映会

あの日の記憶を忘れない　11度目の３.11

作品は、オンラインで富岡校の子どもたちにも
披露されました

式辞を述べる山本町長

捜索に当たる消防団員

追悼の光に包まれた会場 2018年度作品2019年度作品2020年度作品2021年度作品



広報とみおか　（12）（13）　広報とみおか

問 福祉課 介護保険係 問 福祉課 介護保険係

介護 介護介護手当支給のお知らせ 介護サービス利用者負担
免除期間を延長

　町は、「ねたきりの方」で、かつ次の①～③
のいずれかに該当する方と同居して在宅介護
をしている介護人の方（どちらも富岡町に住民
登録のある方）に対し、月額１万円の介護手当
を支給します。
①７０歳以上で、一日中ベッドや布団上で過

ごし、食事や排せつ、着替え等において、
全面的に介助が必要な方

②７０歳未満で、上記①の条件、かつ介護認
定が要介護４以上の方

③常時の介護を必要とする重度心身障害の方
「ねたきりの方」の要件に該当するか等、聞
き取りをさせていただき、対象となる場合
は申請書を送付しますので、福祉課介護保
険係までご連絡ください。なお、次の場合
は該当になりませんのでご注意ください。

・施設（グループホームや高齢者向け住宅を含
む）に入所されている場合

・ショートステイの利用や入院が合わせて月
１１日以上になる場合

・デイサービスや通所リハビリテーションの
利用が合わせて月１６日以上になる場合

　東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴
う、令和４年３月１日以降の介護サービス利
用者負担等の免除措置が、一部の方（転入者や
避難指示解除された区域の上位所得者）を除き
令和４年７月３１日まで延長となりました。
　免除認定票は、簡易書留で発送しましたの
で、対象となる方はご確認ください。なお、
令和４年８月以降の取り扱いについては、決
定次第お知らせします。

免 除 区 分 免除期間

・令和２年分の所得が６３３万
円以上の上位所得者の方
※帰還困難区域を除く

・転入者の一部
※東京電力福島第一原子力発

電所の事故に伴う被災を受
けていない方

免除無し

・令和２年分の所得が６３３万
円未満の方

・帰還困難区域の方

令和４年７月
３１日まで
免除継続

住所や連絡先の変更届、町内居住届出のご提出はお済みですか？

広報紙発送に関するご連絡、お問い合わせはこちらまで

　広報紙がご自宅に届かず、役場へ戻って来るケースが多く見受けられます。お引越し等で送付先が変
更になった場合は、役場までご連絡をいただき、最寄りの郵便局への転居届も忘れずにお出しください。
　【連 絡 先】　
　住民課住民係　☎０２４０－２２－２１１１
　いわき支所　　☎０２４６－８８－１９８７　　郡山支所　☎０２４－９８３－９０２１

■■■■ 広報紙が届かない、送付先を変更したい　　　企画課広聴広報係　☎０２４０－２２－２１１１

■■■■ 新たに送付、または発送を停止してほしい　　企画課広聴広報係または、いわき支所、郡山支所

問 企画課 広聴広報係

問 福祉課 介護保険係

問 生活環境課 環境衛生係

問 福祉課 介護保険係

問 健康づくり課 国保年金係

介護

ペット

介護

医療費

紙おむつ購入費用を助成します

医療費一部負担金の
免除期間を延長

介護職員初任者
研修費用を助成します

狂犬病予防注射について

　介護職員の確保及び定着を図り、必要な知
識と技術を有する人材の育成を目的として、
介護事業に従事または従事する予定の方に、
介護職員初任者研修受講に係る費用の助成を
行います。

【支給要件】
　次のいずれかの要件に該当する方（同様の
助成金を受け取っている方は除く）。
①町内に住所を有する方
②町内の介護事業所等に従事している方、ま

たは従事する予定の方
【助成上限額】

１０万円
【支払方法】

償還払い
※研修・受講が終了し、費用を全額支払った

ことを確認したのち研修費を助成します。
【申請に必要な書類】

・履歴書
・事業所確認届書 　
・受講予定の研修日程表の写し

【申 請 先】
富岡町福祉課 介護保険係
※郵送での申請も可
〒９７９－１１９２　
　富岡町大字本岡字王塚６２２－１

　例年５月に実施しておりました町内の狂犬
病予防定期集合注射は、新型コロナウイルス
の感染拡大を防止するため延期となりました。
　現在、秋の実施に向けて調整中ですが、詳
細が決まり次第、広報紙やホームページ等で
改めてお知らせします。
　なお、動物病院で個別に接種する場合は
１２月末までに受けていただき、その際は必
ず生活環境課環境衛生係へ届け出てください。

　町は、常に紙おむつを使用している要支援１
から要介護５の認定者で、在宅で生活している
方に、紙おむつ購入費用（月額上限３，０００円）
を助成します。
　申請用紙は、福祉課介護保険係及びいわき
支所、郡山支所に備え付けており、それぞれ
の窓口で申請可能です。また、富岡町のホー
ムページからダウンロードすることもできま
す。ご不明な点は、お電話にてお問い合わせ
ください。

　東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴
う、令和４年３月１日以降の国民健康保険被
保険者及び後期高齢者医療被保険者の医療費
に係る一部負担金の免除措置が、令和４年７
月３１日まで延長となりました。免除証明書
は簡易書留で発送しましたので、対象となる
方はご確認ください。

※国民健康保険の一部負担金等免除証明書が
が届いた方で、すでに勤務先の健康保険等
に加入されている方は、「国民健康保険被保
険者証」と「国民健康保険一部負担金等免除
証明書」の使用はできません。必ず国民健康
保険の脱退手続きを行ってください。

区　　分 令和４年３月
以降の窓口負担

上位所得層
（帰還困難区域を除く） 免除無し

令和２年分住民税未申告者
（後期高齢者を除く） 免除無し

震災時点で免除対象区域外
に居住していた方 免除無し

所得６００万円以下
または帰還困難区域の方

令和４年７月３１日
まで免除

お知らせ

お知らせ
お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～



広報とみおか　（14）（15）　広報とみおか

問 都市整備課 都市計画係

問 生涯学習課 生涯学習係

問 生涯学習課 生涯学習係問 福島地方法務局いわき支所　☎０２４６－２３－１６５１

特定用途建築物基本計画説明会を開催 三春校閉所にあたりメッセージを募集

令和５年以降の富岡町成人式について

預けて安心　自筆証書遺言書保管制度

特定
建築 三春校

成人式

遺言
手続

社員寮新築工事

【日　　時】　４月２２日（金）　１０：３０～１１：３０
【場　　所】　富岡町文化交流センター「学びの森」　２階　第１研修室
　　　　　　富岡町大字本岡字王塚６２２－１　☎０２４０－２２－２６２６

【問合せ先】　設計者（建築主代理人）　株式会社 建誠（担当：草野）　
　　　　　　☎０２４６－５８－８４７２　※日祝定休

所　　在 富岡町中央二丁目１１６番
用　　途 寄宿舎（社員寮）
規　　模 地上１階　高さ：４．７５ｍ　　延べ床面積：１１５．３１㎡
工事期間 令和４年６月～９月完成予定

建 築 主 楢葉町上繁岡字二枚橋１１５－４
有限会社ジャムズコレクション　代表取締役　大内功次郎

　特定用途建築物（ホテル、旅館、簡易宿所、下宿、寄宿舎、共同住宅、その他規則で定める用途の建築物）
の基本計画書が提出されましたので、次のとおり説明会を行います。

　３月で閉所となりました、富岡幼小中学校三春校の卒業生や保護者、教職員、その他ボランティア
等で関わってくださった方々からのメッセージを募集しています。三春校での学校生活や行事の思い
出、閉所にあたっての思いなど、皆さまからのメッセージをお寄せください。

【応募方法】　スマートフォン等で下記ＱＲコードを読み取るか、「学びの森」ホームページにアクセス
し、アンケートフォームからご応募ください。

【締 切 日】　４月３０日（土）

　民法の一部改正により、令和４年４月１日から成年年齢が１８歳に引き下げられましたが、町は、
令和５年以降の成人式を、これまで通り２０歳の方を対象に挙行します。

【対象年齢を２０歳にした主な理由】　
・対象を１８歳にした場合、多くの方が大学受験や就職活動の時期と重なり、ご本人や保護者の負

担が大きくなることが予想されるため。
・２０歳は、大学生や社会人として一定の経験を積み成人としての自覚を持つ時期であり、また、

成人式が帰省や友人との再会の機会となり、式典がより意義深いものになるため。
　なお、開催内容等につきましては、改めて広報紙や町ホームページ等でお知らせします。

　自筆で書いた遺言書を法務局でお預かりする制度をご存じですか？
　法務局に預けることで、書いた本人が亡くなった後、遺言書が相続人に発見されないなどのリスク
を抑え、遺言書の内容を証明した遺言書情報証明書の交付を受ければ、相続の手続きに利用すること
ができます。手続き方法や書式など、詳しくは法務省ホームページで検索または、福島地方法務局い
わき支所までお問い合わせください。

広 告 広 告

富岡ホテルからのご案内
ご 法 要	 5,000円（税別）より	 　全11品
ご 宴 会	 5,000円（税別）より	 　全９品＋飲み放題付
特製弁当	 1,000円（税別）より	 　10名様分から配達いたします

お問い合わせ　富岡ホテル（株）
　福島県双葉郡富岡町大字仏浜字釜田122-6

　　　　　　　　 　　　       TEL：0240-22-1180　　FAX：0240-22-1182
＊ご予約の際は、町民割プランとお伝えください。

町民割引のご宿泊予約も継続中です！

～各種大好評！！ ご予算に応じて様々な料理を承ります～

有限会社シティハウジング
賃貸アパート・貸家の仲介・管理・貸事務所
売家･売地や,  貸倉庫等土地 ･お住い ･建物のことなら当社に
お任せください！ TEL：0240－22－8212　

〒979－1111 福島県双葉郡富岡町大字小浜字大膳町２番地１
FAX：0240－22－2995　　URL：https://www.city-housing.co.jp/
担当：杉本　定休日：土・日・祝日　営業時間：9：00 ～ 16：00　【福島県知事（５）第 2205 号】　

　お寄せ頂いたメッセージは、三春校閉所の記念パンフレット制作に使用
させていただきます。

平成３０年度三春校中学校卒業生有志
原田　　萌・遠藤　雅也・遠藤　　駿・宇佐見紀香

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～



広報とみおか　（16）（17）　広報とみおか

就職
相談 あなたの「働きたい」をサポートします

　就職したいけど「応募までの一歩が踏み出せない」「自分の強みやアピールポイントがわからない」
「早く就職するために計画的に進めたい」「たくさん応募しているのに採用されない」こんな困りごとは
ありませんか？就職活動の進め方やハローワークの活用方法など、相談員がさまざまなアドバイスを
行います。

【電　　話】　受付時間　平日９：００～１２：００　１３：００～１６：３０
　　　　　　　　　　　フリーダイヤル　☎︎０１２０－８１０－６５０

【メ ー ル】　ホームページ （https://fkkoyou.net/） の専用フォームから２４時間受付中
【窓　　口】　予約制（フリーダイヤルにお問い合わせください）

双葉地方水道企業団からのお知らせ

問 双葉地方水道企業団 
 　〒９７９−０５１５ 楢葉町大字上小塙字小山６－２
 　☎０２４０−２５−５３１５㈹／５３２３（営業係）
 　【開庁時間】８：３０〜１７：１５（平日）

令和４年２月１日～令和４年２月２８日分（毎日採水、毎日検査）

採水場所 水　源 ヨウ素１３１ セシウム１３４ セシウム１３７

小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出

関根浄水場 富岡川（伏流水） 不検出 不検出 不検出

※いずれの検体も、２月２８日時点で放射性物質は不検出です。
※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1Bq/kg）未満であることを示しています。
※最新の検査結果は、企業団ホームページ（https://www.f-mizu.jp）をご覧ください。

《参考》検査日現在の目標値　　（単位 : Bq/kg）

ヨウ素１３１ セシウム１３４ セシウム１３７

食品衛生法の規定に基づく新たな基準による目標値 ー １０

※これまで暫定規制値が設定されていた放射性ヨウ素については、半減期が短く、国に平成２３年７月１５日以降
の検出報告がないことから、規制の対象から除外されました。

１. 測定機関　双葉地方水道企業団
２. 分析装置　ゲルマニウム半導体検出器
３. 検査頻度　毎日

４. 測定方法　水道水等の放射能測定マニュアル（厚生労働省）
５. 検査結果　以下のとおり

水道水中における放射性物質のモニタリング結果

問 ホームページ  働きたいネット  で検索 
　 福島広域雇用促進支援協議会 福島統括窓口
　 （福島市中町４番２０号　みんゆうビル２０２号）
　 ☎０２４－５２４－２１２１

令和２年　山火事の発生状況（全国）

双葉郡内　山火事の発生状況（過去１０年）

富岡消防署からのお知らせ
　４月～５月にかけて山火事が多く発生します。冬からの乾燥が続き、枯れ葉などが燃えやすい状態
になり、強風も重なることで山火事が起きやすくなります。

　双葉郡内で発生している火災の多くは、山の近い場所でゴミや枯葉等を焼却し、強風での飛び
火や周囲の枯草に燃え移ることが原因で発生しています。その他の原因は、電線の火花（１件）、
カミナリ（１件）、取灰（１件）、溶接等の火花（１件）、放火の疑い（１件）、不明（７件）となっています。
　双葉郡内では、現在でも山の手入れが行き届いていない場所が多く、火災が起きると燃え広が
る可能性が大きいため、出火防止をお願いします（ゴミの焼却は禁止されています）。

　　　　　　　　　　　　　　　　 山火事件数　１，２３９件
第１位 【たき火】 ４１０件　　第２位 【火入れ】 ２１５件　　第３位 【放火の疑い】 ６０件

山火事件数　１７件
第１位 【ゴミの焼却】 ３件　　　　　第２位 【枯葉等の焼却】 ２件

火災と救急は119番

全国山火事予防統一標語　『山火事を　防ぐあなたの　心がけ』
問い合わせ先
富岡消防署	 ☎０２４０−２２−２１１９
楢 葉 分 署	 ☎０２４０−２５−２１１９
川内出張所	 ☎０２４０−３８−２１１９
双葉郡内災害情報専用テレホンサービス	
　　　　　　  ☎０２４０−２６−０３６６

広 告

住所：富岡町大字本岡字関ノ前 74－2　　　　

電気設備設計施工・空調機器設置施工・オール電化機器設置施工
電気器具販売及び修理・一般伐採（根切・中断切・枝切・下刈）
墓地清掃雑草除去・樹木のチップ化

ワタナベ電建株式会社
明るい快適なまちづくり

☎0246－38－4500 FAX 0246－38－4510～見積もり無料です。ご相談ください～

土地・家屋のご売却・リフォーム・売買、賃貸の仲介・管理、土地・家屋を有効
活用したい等、土地やお住まいの事ならお気軽にご相談ください。

【福島県知事（１）第 3408 号】　担当：志賀・蒲生
定休日：土・日曜日　営業時間：9：00～ 18：00

福双エステート株式会社

〒979－1111　福島県双葉郡富岡町大字小浜字中央 405番地 1
TEL：0240－23－6296　　FAX：0240－23－6297　　URL：https://www.fukusoestate.com

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240−22−0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～
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問い合わせ先
○富岡町役場・富岡町議会事務局
　〒９７９-１１９２　
　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚６２２-1
　 ☎０２４０-２２-２１１１
　 ０１２０-３３-６４６６
○富岡町役場いわき支所
　〒９７０- ８０２４　
　福島県いわき市平北白土字宮前８
　 ☎０２４６- ８８- １９８７
　 ０１２０- ３３- ６４６６
○富岡町役場郡山支所
　〒９６３- ０２０１
　福島県郡山市大槻町字原ノ町４９- １
　 ☎０２４- ９８３- ９０２１
　 ０１２０- ３３- ６４６６
○富岡町文化交流センター「学びの森」・
　富岡町教育委員会
　〒９７９- １１５１　
　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚６２２-１
　 ☎０２４０- ２３- ７５５５（教育総務課）
　 ☎０２４０-２２- ２６２６（生涯学習課）
　 ☎０２４０-２１- ３６６５（図書館）
○町立にこにここども園
　〒９７９-１１１１　
　福島県双葉郡富岡町大字小浜字大膳町１５２
　 ☎０２４０-２２- ２３５８
○町立富岡小学校・富岡中学校
　〒９７９-１１１１　
　福島県双葉郡富岡町大字小浜字中央２３７- ２
　 ☎０２４０-２２- ２０１４（小学校）
　 ☎０２４０-２２- ２０２０（中学校）
○共生型サポートセンターさくらの郷
　〒９７９-１１５１　
　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚３６
　特別養護老人ホーム 桜の園
　  ☎０２４０－２３－７８３９
　トータルサポートセンター とみおか
 　☎０２４０－２５－８９１２
○とみおかアーカイブ・ミュージアム
　〒９７９-１１５１　
　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚７６０- １
　 ☎０２４０-２５-８６４４
○富岡町地域交流館 富岡わんぱくパーク
　〒９７９-１１１１　
　福島県双葉郡富岡町大字小浜字中央３８４- ３
　 ☎０２４０-２５-８５９０  
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令和３年度 新町行政区総会 中止のお知らせ

郡山地区 「お茶会」 を開催します

　皆さま、いかがお過ごしでしょうか。新町行政区では、
新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、昨年に
続き総会の開催を見送ることといたしました。
　安心して開催できる日が参りましたら、改めて広報紙
でご案内させていただきます。
　皆さまのご理解をよろしくお願いいたします。

【連 絡 先】　新町行政区長　三瓶　幸子
　　　　　　☎０９０－５１８３－８６８２

　昨年度に引き続き、令和４年度も 「お茶会」 を開催しま
す。ご予約は不要ですので、お誘いあわせの上ふるって
ご参加ください。なお、新型コロナウイルスの感染状況
によっては、中止となる場合があります。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

【日 　 時】　５月１０日（火）　１３：００～１４：００
※お茶会終了後、元気アップ教室を行いま

す。なお、お茶会のみの参加も可能です。
※６月以降も、毎月第２火曜日に開催しま

す。（１３：００～１４：００）
【場 　 所】　大槻北公民会館
　　　　　　（郡山市大槻町西宮前１９－９）
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お詫びと訂正
　広報とみおか２月号３ページの左下、新成人のお名
前に誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。

　　誤：板倉愛香さん、香澄さん 姉妹
　　正：板倉愛香さん、香純さん 姉妹

問 住民課 生活支援係

富岡駅前周辺の住所が変わりました
　平成８年より実施しておりました曲田土地区画整理事業が完了し、令和４年３月１９日から富岡
駅前周辺の一部の住所（町名地番）が変更になりました。

　なお、住所変更に伴う様々な手続き等に関しましては、対象区域にお住まい、または土地を所有
されている方へお送りしました「換地処分に伴う住所等の変更に係る諸手続きについて」をご覧くだ
さい。

　変 更 前 大字小浜字中央、大字小浜字反町、大字仏浜字釜田、大字仏浜字西原の
各一部の地域

　変 更 後
〒９７９－１１１２　富岡町中央３丁目
〒９７９－１１１３　富岡町曲田
〒９７９－１１２３　富岡町駅前

住所・及び郵便番号 変更内容

問 都市整備課 都市計画係

お知らせ
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福島民報社双葉南支局
山崎 理史 支局長

福島民友新聞社ふたば支局
辺見 祐介 支局長

　１月２６日、特定復興再生拠点区域全域の立ち入り規制が緩和されま
した。初日にはゲートが開放され、住民の皆さんが、許可証なしで立ち
入りができるようになった自宅で掃除や後片付けをする姿が見られまし
た。夜には住民有志による「RELIGHT　夜の森」が行われ、約１６００
本の竹灯籠が桜並木を明るく照らしました。
　４年前に赴任した時、町内の一部地域を除く避難指示解除から１年が
経過したばかりで、震災の爪痕が町の至る所に残っていました。その後
徐々に飲食店などが増え、住環境も少しずつ整ってきています。富岡わ
んぱくパークや、とみおかアーカイブ・ミュージアムが開館し、とみお

かワインドメーヌのワインが完成しました。来年春
の特定復興再生拠点区域の避難指示解除により、町
の復興の動きが加速化すると期待しています。
　３月末の異動で富岡町を離れることになりまし
た。多くの人に支えられ、成長できた４年間でした。
４月９、１０日に開かれる桜まつりは、１２年ぶり
に桜並木全体の観桜が可能になる節目の祭りになり
ます。これからも可能な限り町に足を運び、復興の
生の動きを肌で感じていきたいと思います。

　富岡川漁協が富岡川の近くでサケの稚魚約１万１千匹を放流しまし
た。稚魚は、富岡川で昨年秋に漁獲したサケの卵からふ化した富岡生ま
れです。純粋な富岡産の稚魚の放流は東日本大震災後で初めてです。
　サケのふ化施設は震災の津波で流失しましたが、町が昨年９月に再建。
漁協の方がサケ漁の本格化に向けて施設を活用し、稚魚を大切に育てて
きました。
　放流には大人から子どもまで町民約20人が参加し、富岡川につなが
る水路に体長約７センチほどのかわいらしいサケの稚魚を放つと、元気
よく川へと泳いでいきました。

　漁協の方が「富岡で生まれ育った稚魚の放流にこぎ
着けることができて感無量」と感慨深く語る姿がとて
も印象的で、来年以降も毎年100万匹の稚魚を放流す
る計画と伺いました。
　東日本大震災と東京電力福島第１原発事故から11年
を迎えました。サケ漁の再興に向けた取り組みをはじ
め、特定復興再生拠点区域では４月11日から準備宿泊
が始まります。日々の取材を通し、一歩一歩着実に復
興が進んでいることを実感しています。

立ち入り規制緩和により開放されたゲート

震災後初めて行われた富岡産サケの稚魚放流

新聞記者 自信のワンショット！新聞記者 自信のワンショット！
記者が見て感じる富岡町の「今」を寄せていただきました。

新聞記者 自信のワンショット！新聞記者 自信のワンショット！
No.74

　町立中学校富岡校のみんなが描いた富岡産たまねぎのデザイン画が、
きれいなポスターになったっぴ！
　デザイン画は、会津大学の先生に教えてもらいながら４グループに
分かれて描いたんだけど、たまねぎのイメージを膨らませた個性あふ
れる作品になったっぴよ。ポスターは、役場やさくらモールとみおかな
どに貼られて、町内産農作物をPRしていくっぴ！

　２月頃、富岡川の河口近くで30羽ぐらいの白鳥さんを見つけたっぴ。
ご先祖様は、「震災の前は毛萱の紅葉川に100羽以上来ていたけど、町
内でこんなにたくさんの白鳥を見るのは久しぶりじゃな～」って目を細
めていたっぴよ。白鳥さんたちは、穏やかな川の流れに身を任せながら、
気持ち良さそうに羽を休めていたっぴ。
　春が近くなって、白鳥さんたちは北の方に旅立って行ったけど、次
の冬もたくさん来てくれるといいっぴね！

中学生が描いたポスターでたまねぎをPRだっぴ！

白鳥さん、いらっしゃ～いだっぴ！



人と町をつなぐ

～ 教えて ！ とみっぴー49 ～　 
　「教えて！とみっぴー」は、「とみおかアプリ」の使い方や配信している内容、現在の町の様子を、
とみっぴーと「とみおかアプリ」スタッフが一緒に紹介するコーナーです。

　とみおかアプリで配信しております、『富岡かるた』
をご存知ですか？
　町の風景や行事などを綴った『富岡かるた』は、「震
災前の町の様子と思い出を残したい」「子どもたちに
富岡町を伝えていきたい」といった町民の想いが込め
られています。
　とみおかアプリでは、『富岡かるた』をもっと多くの
皆さんにご覧いただきたいとの想いから、２０２０
年４月より配信を行ってきましたが、２月２５日の
配信分をもって、五十音すべての絵札・読み札が配
信されました。配信した『富岡かるた』が、町に想い
を馳せるきっかけになればと思います。ぜひご覧く
ださい。

とみおかアプリで『富岡かるた』配信中

　今回の隠れとみっぴーは夜の森の桜並木からお送りしま
す。とみっぴーを見つけた方は、コミュニティ広場＞自由
広場＞ご自由に投稿してください＞こんなところに!? 隠れ
とみっぴー！part20まで！

こんなところに !? 隠れとみっぴー！part20

とみおかアプリ・サポートセンター

　タブレット端末やスマートフォンでご利用いた
だけます。QRコードを読み取り、ダウンロード
してお使いください。

ダウンロードの方法がわからない、アプリの詳し
い使い方を知りたい、また利用者ID通知書を紛失
された場合などは、サポートセンターまでお問い
合わせください。

「　　　　　　　」 を使ってみませんか？

QRコードを読み取って
アプリをインストール ▶

☎０５７０－０５１－０３０
（平日９：００～１８：００）

　　

　『富岡かるた』の制作に携わった、いわき平サロ
ン清水章子さんへのインタビュー記事を「ふるさと
富岡＞ふるさと便り＞清水章子さんインタビュー
『富岡かるた』について」で配信中です。こちらもぜ
ひ、ご覧ください。

（23）　広報とみおか 広報とみおか　（22）

とみおか保健だより

町内医療機関の診療案内【４月・５月】
診療時間等が変更となる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。

医 療 機 関 名 診　療　科 診　療　日 受付時間・休診日など

とみおか診療所
（富岡町大字小浜字中央374－1）

☎0240-22-6522

内　科 ・ 外　科
火曜日 9：00〜12：00　（午後休診）	

水・木・金・土曜日 9：00〜12：00　13：30〜16：30	
※ ４/ ７、20 （午後休診）

精神科 第２・第４・第５土曜日
9：00〜12：00　13：30〜16：30	
※初診は１時間ほど要しますので、
　事前に電話予約が必要です。

とみおか診療所 駐車場内 内部被ばく検査 ４/21（木）・22（金）・23（土） 9：30〜15：30 （予約不要）５/26（木）・27（金）・28（土）
富岡中央医院

（富岡町中央１丁目119）
☎0240-22-6560

外　科 ・ 内　科
小児科 ・ 麻酔科 月・火・水・木曜日 8：30〜12：00　13：00〜17：30

穴田歯科医院
（富岡町字夜の森南３丁目54）

☎0240-22-3522
歯　科

月・火・水・木曜日 9：00〜12：00　14：00〜17：00

金曜日 9：00〜12：00　（午後休診）

さくら歯科医院
（富岡町大字本岡字関ノ前197－７）

☎0240-23-6479
歯　科 火・水・木・金曜日 9：30〜13：00　14：00〜17：00

さいとう眼科
（富岡町本町２丁目53－２）

☎0240-21-0123
眼　科 月・火・水・木曜日 9：00〜12：00　14：00〜17：30

※月末に休診日があります

　
女
性
特
有
の
が
ん
に「
乳
が

ん
」「
子
宮
が
ん
」が
あ
り
ま
す
。

年
々
、
若
年
化
が
進
み
、
20
～
30

歳
代
で
発
症
す
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。

【
乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
と
は
】

①
乳
が
ん

　
日
本
人
女
性
が
か
か
る
が
ん
の

中
で
、
最
も
多
い
も
の
で
す
。
が

ん
は
乳
腺
組
織
な
ど
に
で
き
、
大

き
く
な
る
と「
し
こ
り
」と
し
て
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
乳
頭
か
ら
の

異
常
分
泌
、
乳
頭
の
た
だ
れ
な
ど

が
現
れ
ま
す
。

②
子
宮
が
ん

　
「
子
宮
体
が
ん
」と「
子
宮
頸
が

ん
」が
あ
り
ま
す
。
町
で
行
っ
て

い
る
の
は「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」で

す
。
病
状
が
進
行
す
る
と
不
正
出

血
や
下
腹
部
痛
な
ど
が
出
て
き
ま

す
。

【
予
防
す
る
に
は
】

　
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
な
ど
、

避
け
よ
う
の
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
生
活
習
慣
の
改
善
で

リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
食
事
で
は
、
動
物
性
脂

肪
を
控
え
、
青
魚
や
野
菜
な
ど

を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
禁
煙
や
普
段
か
ら
運
動

を
心
が
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

「乳がん・子宮がん検診を受けましょう」

【
早
期
発
見
が
大
切
】

　
ど
ち
ら
の
が
ん
も
、
初
期
の
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

乳
が
ん
検
診
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
子

宮
頸
部
細
胞
診
が
早
期
発
見
に
有

効
で
あ
る
と
国
が
推
奨
し
て
い
ま

す
。

【
町
の
検
診
】

　
今
年
度
の
検
診
の
対
象
に
な
る

方
に
は
、
す
で
に
意
向
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
町
で
は
、
よ
り
多
く

の
方
に
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
集
団
検
診
や
病
院
で

の
個
別
検
診
の
機
会
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
町
の
検

診
を
待
た
ず
に
、
早
期
に
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。



次世代につなぐ農業の未来 �
－ Agriculture for the  future －　

シリーズ「農業復興」

　町は、段階的な営農再開に向け、ハード・ソフト両面の施策を展開しています。
今回は、今年度の主要な農業振興施策（ソフト施策）をご紹介します。

１．営農再開支援事業
（１）福島県営農再開支援事業（出荷・販売が必須）

・事業概要　　福島県営農再開支援事業を活用した営農環境の整備
・目　　的　　避難を余儀なくされた地域や作付制限区域の営農再開を円滑に推進する。
・支援メニューの抜粋

　　・鳥獣被害防止対策　　作付け農地への侵入防止施設の無償貸与（町が購入して営農者へ貸出）
　　・管理耕作　　　　　　すぐに帰還できない農家の農地を管理耕作する者への支援（単価支援）
　　・水稲の作付再開支援　①次年度に水稲の作付けを再開する水田の均平化作業の支援
　　　　　　　　　　　　　②次年度に水稲の作付けを再開する水田の畦畔修復を支援
　　・地力回復支援　　　　①堆肥などの資材費、運搬・散布に要する経費の支援
　　　　　　　　　　　　　②プラウ・除礫などによる深耕を行うための経費の支援

（２）水稲作付奨励事業（出荷・販売が必須）
・事業概要　　基幹品目の水稲による面的な営農拡大の推進。
・目　　的　　令和３年度に完成のカントリーエレベーター規模１５０ヘクタールの早期達成を図る。
・内　　容　　２万円／１０アール

（３）水稲種子購入支援事業（出荷・販売が必須）
・事業概要　　令和３年産米価（概算払い）大幅下落に伴う稲作農家支援。
・目　　的　　JAや県とともに支援し稲作農家の経営安定につなげる。
・内　　容　　令和４年産水稲種子代の１割を支援

２．農業者支援事業
（１）がんばる農業支援事業（自家消費作付けも対象）

・事業概要　　国や県の制度では対象とならない自家消費作付けも対象とし農業用機械購入などへの
　　　　　　　支援。
・目　　的　　主に小規模農業者の保全管理から作付再開への向上を図る。
・内　　容　　補助率 ３／４　上限５０万円

（２）【新規】 農業ステップアップ支援事業（出荷・販売が必須）
・事業概要　　認定農業者や農業法人などが営農を拡大するために必要な経費の支援。
・目　　的　　より一層早期の営農再開の拡大を図る。
・内　　容　　補助率 ３／４　上限１５０万円

３．農業復興対策事業
（１）担い手確保・育成事業

・事業概要　　新規就農や研修から農業を始める方のスタートアップ支援と外部農業法人の誘致。
・目　　的　　担い手不足の解消と次世代への技術伝承を促進するとともに、将来の雇用就農が期待
　　　　　　　できる農業法人を積極的に誘致する。
・内　　容　　生活費や家賃補助など（担当までお問い合わせください）

（２）ふれあい農園運営事業
・事業概要　　旧グリーンフィールド敷地内への農園移転及び農園管理運営。
・目　　的　　食育と交流を図りながら、農作物を生産することによる農業振興につなげる。
・内　　容　　農園の移転、収穫祭など交流イベントの開催

問 産業振興課 農業振興係

令和３年度に実施した、スタイン
ウェイ・ピアノ試演体験

（25）　広報とみおか（25）　広報とみおか 広報とみおか　（24）

まな森 TIME
富岡町文化交流センターかわら版

とみおかアーカイブ・ミュージアム特別展 「震災遺産を考える２０２２」 開催中

生涯学習事業 「とみサタ！」 をさらに充実

問 とみおかアーカイブ・ミュージアム

問 生涯学習課 生涯学習係

問 富岡町図書館

　とみおかアーカイブ・ミュージアムでは、５月８日（日）まで、特別展
「震災遺産を考える２０２２」 を開催しています。
　常設展示していない資料の中から、「なぜ保全したか」 「資料から何が
抽出できるか」 を感じ取れるものを選び、企画展示室で展示します。
　普段は見ることができない貴重な資料を、この機会にぜひご覧ください。

【企画展での展示資料の例】
　津波痕跡のあるドア、津波で流されたランドセル、避難所関係資料、
原発１０km圏内図、パトカー関連資料、作文 「おほしさまになった
おまわりさん」 など

　富岡町の土曜日を楽しく、さらに充実していただく取り組みとして、
生涯学習係、図書館、とみおかアーカイブ・ミュージアムが連携し、
毎月第２・第４土曜日に生涯学習事業 「とみサタ！」 を行ってきまし
た。
　令和４年度からは、開催回数を毎月３回とし、内容の充実を図って
いきたいと考えておりますので、多くの皆さまのご参加をお待ちして
います。

図書館だより図書館だより図書館だより

● ４月の移動図書館運行日

１３日（水） 福島コース

１４日（木） いわき②コース

２０日（水） 町内コース

２１日（木） いわき①コース

２７日（水） 町内・近隣コース

※時間や場所など詳細は「令和４年度 富岡町ふれ
あいカレンダー」をご覧ください。

※天候・災害、新型コロナウイルス感染症の拡大
状況等によっては中止する場合があります。

● 新着図書のご案内
　 新しく受け入れた本の一部をご紹介します。
　 一覧表はホームページでご覧になれます。

　哲学で抵抗する
　高桑 和巳／著（集英社）［104/タ］

　子どもを育てられるなんて思わなかった
　古田 大輔／編（山川出版社）［367.97/コ］

　英語が出来ません
　刀祢館 正明／著（KADOKAWA）［830.7/ト]

　ゆきあってしあさって
　高山 羽根子ほか／著（東京創元社）[913.6/ユ］

　北極点
　関屋 敏隆／文・型染版画（ポプラ社）[E/セ］

● おはなし会　小さいお子さんに向けて絵本や紙芝居の読み聞かせを行います。申し込みは不要です。
　 【日 　 時】　４月９日（土）　１０：３０～１１：００　　【会 場】　富岡町図書館内　くつろぎスペース

津波で捻じ曲げられた軌きょう
（２０１６年毛萱地区）



（27）　広報とみおか（27）　広報とみおか 広報とみおか　（26）

とみおか散歩
 地域おこし協力隊日記　episode 13

　

昨
年
末
の
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
町
内
ツ
ア
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。
小
山
薫
子
さ

ん
と
キ
ヨ
ス
ヨ
ネ
ス
ク
さ

ん
の
お
ふ
た
り
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト

「hum
unus

」と
、
富
岡
町

役
場
に
勤
め
る
秋
元
菜
々

美
さ
ん
に
よ
る
共
同
製
作

ツ
ア
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『
う

つ
ほ
の
襞
/
漂
流
の
景
』。

２
年
ほ
ど
か
け
て
町
内
を

散
策
・
調
査
し
、
作
り
上

げ
た
そ
う
で
す
。

　
私
が
参
加
し
た
日
は
、
雪

が
チ
ラ
つ
く
ほ
ど
の
寒
さ

で
し
た
。
仏
浜
薬
師
堂
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
富
岡
公

園
、月
の
下
交
差
点
、門
口
バ
ス
停
を
通
っ
て
、

宝
泉
寺
へ
。
富
岡
の
海
に
は『
う
つ
ほ
舟
伝
説
』

と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
す
ね
。
漁
師
が
海

の
中
か
ら
聞
こ
え
る
不
思
議
な
音
の
方
を
見

る
と
、
一
艘
の
船
が
沈
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　

船
を
引
き
上
げ
る
と
、
薬
師
如
来
を
胸
に

抱
え
た
僧
侶「
慶
仁
」が
乗
っ
て
い
て
、
助
け

ら
れ
た
僧
侶
は
後
に「
一
意
法
師
」と
名
を
改

め
、
富
岡
町
に
根
を
下
ろ
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
一
意
法
師
が
開
山
し
た
の
が
宝
泉
寺
。

宝
泉
寺
に
は
、
し
っ
か
り
一
意
法
師
像
が
お

祀
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
お
城
の
入
り
口
に
あ
た

る
か
ら「
門
口
」と
い
う
地
名
に
な
っ
た
と
い

う
説
が
あ
る
こ
と
や
、
彫
刻
家
で
詩
人
で
も

あ
る「
井
手
則
雄
」が
町
内
に
ア
ト
リ
エ
を
構

え
て
い
た
こ
と
な
ど
、hum

unus

さ
ん
自
作

の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
町
を
巡
り
な
が

ら
、
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

桜
の
開
花
基
準
木
の
隣
に
あ
る
野
外
彫
刻

『
萌
え
る
』も
、
井
手
則
雄
の
作
品
だ
そ
う
で

す
。
何
か
白
い
物
体
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
も
基
準
木
の
方
に
目

が
い
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
が
井
手
則
雄
の

彫
刻
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加

す
る
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
地
の
中

か
ら
立
ち
上
っ
て
く
る
生
命
力
を
表
現
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
、
今
の
富
岡
町

に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な
い
く
ら
い
、
ず
っ

と
そ
こ
に
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
気
づ
か
な

か
っ
た
富
岡
、
知
ら
な
か
っ
た
富
岡
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
を
通
し
て

知
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
す
ま
す
富
岡
町
の
こ
と
が
好
き

に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
町
内
を

ぐ
る
っ
と
巡
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

大
好
き
な
場
所
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
教
え
て
く

だ
さ
い
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
： 

遠
藤 

真
耶
）



３月で閉所となった三春校。先月号と今月号のとみおか写真館では、
子どもたちを見守り続けた三春校での11年間を振り返ります。

とみおか写真館とみおか写真館Vol.61Vol.61
「ありがとう三春校「ありがとう三春校　　The location of the memory The location of the memory 22  」」

広報とみおか　（28）（29）　広報とみおか

2018年

2019年

2021年

2020年



広報とみおか　（30）（31）　広報とみおか

No. 測 定 場 所
R ４. ３月. ２日

地上１ｍ 地上１cm

71 大東銀行富岡支店前 0.16 0.10 
72 東邦銀行前 0.14 0.12 
73 総合福祉センター前 0.17 0.19 
74 岡内中央児童公園 0.12 0.14 
75 大原本店旧店舗会館前 0.23 0.14 
76 中央消防屯所前 0.14 0.19 
77 富岡中央医院出入口 0.17 0.10 
78 観光協会前 0.20 0.16 
79 さくらモールとみおか出入口 0.16 0.13 
80 さくらモールとみおか前 0.13 0.18 
81 富岡わんぱくパーク前 0.08 0.08 
82 福島銀行富岡支店前 0.18 0.31 
83 とみおか診療所出入口 0.09 0.11 
84 曲田第一団地集会所前 0.07 0.07 
85 富岡小・中学校正門前 0.13 0.13 
86 富岡小・中学校校庭 0.09 0.08 
87 富岡小・中学校駐車場 0.08 0.09 
88 富岡小・中学校進入路 0.13 0.12 
89 富岡漁港 0.07 0.09 
90 龍台寺出入口 0.23 0.19 
91 富岡中央会館前 0.30 0.33 
92 富岡高等学校正門前 0.15 0.16 
93 ローソン富岡小浜店出入口 0.15 0.13 
94 富岡公園 0.08 0.07 
95 清水集会所前 0.13 0.17 
96 西原なかよし広場 0.14 0.15 
97 福島富岡簡易裁判所前 0.24 0.23 
98 西原消防屯所前 0.18 0.18 
99 大膳原児童公園 0.10 0.08 
100 にこにここども園正門前 0.15 0.15 
101 にこにここども園園庭 0.09 0.10 
102 にこにここども園駐車場 0.14 0.14 
103 にこにここども園進入路 0.14 0.14 
104 西原集会所前 0.17 0.20 
105 防災備蓄南部倉庫前 0.10 0.10 

No. 測 定 場 所
R ４. ３月. ２日

地上１ｍ 地上１cm

106 サンライズイン富岡出入口 0.10 0.10 
107 富岡ホテル前 0.08 0.08 
108 富岡駅前 0.07 0.06 
109 富岡駅前なかよし広場 0.13 0.14 
110 浄化センター出入口 0.07 0.09 
111 原下消防屯所前 0.12 0.11 
112 下郡山運動場 0.20 0.20 
113 下郡山集会所前 0.14 0.16 
114 満留賀出入口 0.18 0.19 
115 猪狩スタンド前 0.15 0.15 
116 富岡産業団地公園 0.09 0.10 
117 セブンイレブン福島富岡上郡山店出入口 0.11 0.11 
118 太田集会所前 0.18 0.24 
119 太田消防屯所前 0.11 0.10 
120 リプルンふくしま出入口 0.13 0.12 
121 夜の森桜通り 0.27 0.27 
122 夜の森公園石碑前 0.13 0.12 
123 夜の森駅前南集会所前 0.29 0.33 
124 夜の森つつみ公園 0.33 0.23 
125 新田第三なかよし広場 0.20 0.20 
126 新田団地出入口 0.30 0.27 
127 和伊んや前 0.50 0.47 
128 サトウ事務器機出入口 0.84 0.59 
129 新夜ノ森集会所前 0.16 0.14 
130 華の樹出入口 0.54 0.41 
131 旧富岡消防署跡地前 0.25 0.20 
132 太平洋ブリーディング手前広場 1.74 2.14 
133 松の前待避所 0.85 0.71 
134 深谷消防屯所前 1.54 2.95 
135 深谷集会所前 1.19 2.22 
136 小良ヶ浜浄化センター前 0.47 0.49 
137 小良ヶ浜集会所前 1.23 2.18 
138 赤坂神社境内 2.32 6.91 
139 小良ヶ浜第二なかよし広場出入口 1.38 0.93 
140 町境道路（小良ヶ浜地区） 0.70 0.59 

測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

測定結果の詳細については、
QRコードからアクセスして、

「とみおか放射線情報まとめサイト」を
ご覧ください。

問 生活環境課 除染対策係

No. 測 定 場 所
R ４. ３月. ２日

地上１ｍ 地上１cm

１ 滝川ダム出入口手前駐車場 0.22 0.22 
２ 麓山神社境内 0.22 0.19 
３ 杉内消防屯所前 0.19 0.21 
４ 杉内集会所前 0.22 0.20 
５ ローソン富岡上手岡店出入口 0.24 0.20 
６ 第二工業団地出入口 0.41 0.31 
７ 富岡インターバス待合所前 0.28 0.28 
８ 上千里消防屯所前 0.14 0.15 
９ 地蔵院出入口 0.19 0.20 
10 上手岡多目的集会所前 0.17 0.13 
11 高津戸スクリーニング場 0.10 0.18 
12 高津戸集会所前 0.18 0.20 
13 富岡養護学校正門前 0.27 0.36 
14 大菅集会所前 0.29 0.30 
15 蛇谷須宅地開発公園 0.33 0.51 
16 蛇谷須浄化センター出入口 0.38 0.30 
17 躑

つ つ じ

躅橋歩道（一橋） 0.31 0.60 
18 夜ノ森駅東西自由通路西口出入口 0.11 0.10 
19 夜ノ森駅東口待合室前 0.13 0.12 
20 リフレ富岡跡地出入口 0.25 0.25 
21 桜開花基準木 0.31 0.33 
22 第二躑

つ つ じ

躅橋歩道（二橋） 0.25 0.24 
23 上本町橋進入路 0.36 0.21 
24 下千里集会所前 0.22 0.21 
25 三春街道路線橋歩道（三橋） 0.13 0.15 
26 富岡第二中学校正門跡地前 0.20 0.19 
27 新町消防屯所前 0.21 0.40 
28 総合運動場東側駐車場 0.33 0.36 
29 防災備蓄北部倉庫出入口 0.19 0.15 
30 富岡第二小学校跡地 0.13 0.11 
31 富岡第二小学校正門跡地前 0.29 0.29 
32 宝泉寺前 0.35 0.42 
33 王塚集会所前 0.34 0.65 
34 王塚消防屯所前 0.23 0.33 
35 王塚第一なかよし広場 0.35 0.33 

No. 測 定 場 所
R ４. ３月. ２日

地上１ｍ 地上１cm

36 富岡河川公園 0.38 0.31 
37 ふたば医療センター附属病院前 0.11 0.09 
38 学びの森前 0.20 0.22 
39 役場１階玄関前 0.25 0.37 
40 役場２階玄関前 0.21 0.20 
41 食品検査所前 0.14 0.14 
42 満開橋歩道 0.28 0.27 
43 汚泥再生処理センター出入口 0.26 0.47 
44 NHK電波塔出入口 0.30 0.60 
45 ホテル蓬人館前 0.20 0.17 
46 町営野球場前 0.21 0.18 
47 防災備蓄拠点倉庫前 0.15 0.14 
48 富岡町武道館前 0.12 0.13 
49 富岡町総合体育館前 0.15 0.15 
50 グリーンフィールド富岡跡地 0.15 0.11 
51 小浜住宅団地内公園 0.32 0.40 
52 富岡合同庁舎出入口 0.20 0.18 
53 子安橋歩道 0.09 0.10 
54 上本町集会所前 0.17 0.16 
55 成沢の滝山道入口前 0.22 0.18 
56 赤木集会所前 0.12 0.11 
57 富岡工業団地公園 0.18 0.26 
58 ビックイン富岡出入口 0.32 0.32 
59 本町赤木橋歩道 0.24 0.31 
60 諏訪神社参道入口前 0.27 0.28 
61 保應寺出入口 0.20 0.16 
62 岩井戸農村広場 0.13 0.12 
63 上郡山多目的集会所前 0.18 0.17 
64 猪狩電気通信工業看板前 0.28 0.24 
65 本町なかよし広場 0.18 0.18 
66 本町集会所前 0.21 0.21 
67 本町消防屯所前 0.18 0.18 
68 富岡郵便局前 0.13 0.18 
69 岡内東児童公園 0.10 0.08 
70 双葉警察署出入口 0.19 0.31 

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/ｈ）

※令和３年４月より、町内の施設利用状況等を踏まえ、測定点を一新しました。

※30 富岡第二小学校跡地については工事のため、測定点を変更しております。



「 お客様を玄関でお出迎え 」　 写真提供：早川美千代さん（駅前）

「 富岡生まれのサケを初めて放流 」　 撮影：広報担当

　このキューピーちゃんが着てい
るのは、大正３年生まれの義母と昭
和７年生まれの義姉の古着を使い、
昨年手作りした着物です。お雛様
を集めたり飾り付けをするのが大
好きで、震災の時も「ギャラリー蔵」
に一杯飾っていました。
　地震で無残に崩れ、大部分を失っ
てしまいましたが、あきらめきれず、
避難後も旅行先で小さい人形を買い
集め、手作りの物や残った雛人形と
一緒に飾っています。

　富岡川漁業協同組合（猪狩弘道組
合長）が、３月３日、今年１月に完
成したふ化施設で生まれたサケの
稚魚約１万1000匹を富岡川に放流
しました。
　稚魚は、昨年秋に富岡川で獲れ
たサケの卵からふ化したもので、猪
狩組合長は「立派なふ化施設も作っ
ていただき、富岡生まれの稚魚を
放流できて感無量。今後も富岡川
の自然を守る活動を続けたい」と話
されました。

皆さんが撮影した写真をお寄せください

【送 り 先】　〒979－1192 富岡町大字本岡字王塚622－1　富岡町役場企画課広聴広報係
【メ ー ル】　tom0200-006@tomioka-town.jp

　「My Photo Letter」では、皆さんが撮影した自慢の作品を募集しています。
　テーマは自由、昔撮った古い写真でも結構です。写真のタイトルと150～200文字の説明
文、住所、氏名、震災前または現在の行政区名を添えて、メールまたは郵送でお送りください。

問 企画課 広聴広報係

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

今月の表紙 「素晴らしい思い出をありがとう」
町立中学校三春校で行われた最後の卒業式。卒業生は
後輩や先生方との別れを惜しみながら、幼稚園から10
年間通った思い出の学び舎を後にしました。

発
 行

／
富

岡
町

 
編

 集
／

富
岡

町
役

場
企

画
課

広
聴

広
報

係
〒979−1192  福

島
県

双
葉

郡
富

岡
町

大
字

本
岡

字
王

塚
622−1

TEL：
0240−

22−
2111　

FAX：
0240−

22−
0899

富
岡

町
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 　

  https://w
w

w
.tom

ioka-tow
n.jp/

富
岡

町
公

式
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

  https://w
w

w
.facebook.com

/Tom
iokam

achi/ 
と

み
っ

ぴ
ー

公
式

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
 https://w

w
w

.facebook.com
/tom

ippy/

Eメ
ー

ル
は

富
岡

町
公

式
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

 メ
ー

ル
は

こ
ち

ら
か

ら
 を

ク
リ

ッ
ク

し
、

各
課

あ
て

に
お

送
り

く
だ

さ
い

。

My Photo LetterMy Photo LetterMy Photo LetterMy Photo Letter


